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三
歳
の
時
の
子
方
を
初
舞
台
と
し
て
、
以
後
七
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
第
二
回
の「
喜
多
流
涌
泉
能
」東
京
公
演
を
、
高
林
白
牛
口
二

斯
道
七
十
年
記
念
三
代
能
と
名
付
け
て
催
し
ま
す
。

　

七
十
年
の
年
月
を
顧
み
て
、
初
舞
台
の
時
も
、
五
歳
で
の
十
四
世
六
平
太
の

子
方
の
時
も
、
微
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
舞
台
の
光
景
を
覚
え
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
七
十
年
の
間
に
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
全
て
を

走
馬
燈
の
ご
と
く
に
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
七
十
年
間
の
内
に
於
い
て
、
唯
一
の
師
匠
で
あ
る
父
か
ら
注
ぎ
込
ま
れ

た
能
の
生
命
と
も
言
う
べ
き
も
の
と
、
そ
の
父
を
三
十
六
歳
で
見
送
っ
た
後
に
、

父
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
の
上
積
み
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
数
々
の
も
の
と
を
、

次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
大
事
な
使
命
で
あ
る
と
、
覚
悟

を
し
て
い
ま
す
。

　

還
暦
の
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
昌
司
も
、
身
長
で
私
を
追
い
越
す
ま
で
成
長
し
、

こ
の
三
代
能
で
は
面
を
着
け
て
能
を
舞
う
と
こ
ろ
ま
で
、
修
行
の
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
私
共
一
家
と
、
喜
多
流
を
、
温
か
く
ご
支
援
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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涌
泉
能
の
由
来
は
、
次
の
偈
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

動
静
以
天
地　

視
哉
涌
泉
美　

鈿
之
翁

　

こ
れ
は
「
動
静
（
ド
ウ
ジ
ョ
ウ
）
天
地
（
テ
ン
チ
）
を
以
（
モ
ッ
）
て
す
、視
（
ミ
）

よ
哉
（
ヤ
）
涌
泉
（
ヨ
ウ
セ
ン
）
の
美
（
ビ
）
を
」
と
読
み
ま
す
。
動
静
は
、
こ

こ
で
は
禅
語
の
読
み
に
倣
っ
て
ド
ウ
ジ
ョ
ウ
と
読
み
ま
す
。意
味
は
、動
な
る
時
も
、

静
な
る
時
も
、
天
地
を
以
て
為
せ
。
そ
う
す
れ
ば
そ
の
「
藝
」（
ワ
ザ
オ
ギ
）
は
涌

泉
（
ヨ
ウ
セ
ン
と
読
み
ま
す
。
足
の
裏
、
土
踏
ま
ず
の
こ
と
、
即
ち
足
、
能
の
足

運
び
を
意
味
し
て
い
ま
す
）
の
美
し
さ
に
洗
わ
れ
る
。
足
運
び
・
足
の
美
し
さ
は
、

能
の
生
命
で
す
。鈿
之
翁（
ウ
ズ
ノ
オ
キ
ナ
）は
、高
林
吟
二
の
雅
号
で
、こ
の
偈（
ゲ
）

を
私
達
能
を
志
す
者
に
、
指
標
（
ミ
チ
シ
ル
ベ
）
と
し
て
与
え
ま
し
た
。
京
都
の

高
林
家
稽
古
場
の
入
口
に
も
、
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
涌
泉
能
の
番
組
の
冒
頭

に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
由
緒
と
伝
統
の
あ
る
、
京
都
の
喜
多
流
の
流
れ
を
汲

む
者
は
、
こ
の
偈
の
持
つ
趣
旨
を
、
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
修
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。


